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域
お
こ
し
協
力
隊
。
そ
れ
は

都
市
住
民
な
ど
地
域
外
の
人

材
を
地
域
社
会
の
新
た
な
担
い
手

と
し
て
受
け
入
れ
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
る
活
動
を
す
る
隊

員
。
あ
く
ま
で
地
域
の
人
が
主
役

で
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
任
務
で

す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
西
倉

慎
顕
さ
ん
は
「
地
域
の
人
た
ち
が
主

役
で
な
け
れ
ば
い
い
も
の
を
作
れ

な
い
し
、
そ
れ
を
守
る
こ
と
も
で

き
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
地
域

の
商
品
開
発
を
任
務
と
し
て
3
年
。

今
年
6
月
に
任
期
を
全
う
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

任
前
は
、
総
合
食
品
メ
ー
カ
ー

の
商
品
企
画
や
商
品
開
発
、
農

商
工
連
携
業
務
等
を
担
当
し
て
き
ま

し
た
。
本
市
の
協
力
隊
に
着
任
し

て
か
ら
は
地
域
の
商
品
や
加
工
技

術
、
販
路
、
歴
史
、
文
化
に
至
る
ま

で
、
地
域
の
魅
力
を
探
っ
て
き
ま
し

た
。「
地
域
に
は
磨
け
ば
光
る
魅
力

が
眠
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ

が
点
と
点
で
、
繋
が
っ
て
い
な
い
。

本
質
的
な
価
値
を
見
抜
い
て
繋
げ

ら
れ
れ
ば
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
で
き

る
は
ず
」。
西
倉
さ
ん
は
た
く
さ
ん

の
商
品
を
生
み
だ
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
南
部
地
域
特
産

品
開
発
会
議
と
い
う
場
が
重
要
な

役
目
を
果
た
し
た
と
い
い
ま
す
。

「
こ
こ
で
は
解
決
す
る
こ
と
が
目
的

で
は
な
い
が
、
商
工
会
や
農
業
者
、

漁
業
者
、
加
工
者
な
ど
が
垣
根
を

越
え
て
集
ま
る
。
こ
の
場
が
あ
っ

た
こ
と
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。
西
倉
さ
ん
は

あ
く
ま
で
黒
子
役
。
地
域
の
人
が

地
域
の
魅
力
に
自
ら
気
づ
き
、
新

た
な
商
品
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
西
倉
さ
ん

は
今
後
も
「
当
た
り
前
の
よ
う
に

あ
る
モ
ノ
に
新
た
な
価
値
を
見
い

だ
し
、
販
売
促
進
や
事
業
の
継
続

に
繋
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
は

地
域
・
消
費
者
と
と
も
に
創
っ
て
い
く
も
の

地

お大師まいりのコースを歩いている協力隊と県立大学生

若い人たちの移住が熱く静かに始まっています。
その眼差しに映る地域は可能性に溢れ、そして、そこには

人と人を結ぶ目に見えない「ご縁」がありました。
今回の特集は、新しい地域活性化の息吹をご紹介します。

定住促進課☎ 083―934―2778

地域の "いいね " を一緒に発見

西倉慎顕隊員（31）
「南部地域ブランド形成」
をテーマに地元の食材を
使った商品開発等を多数手
がける。

着

問
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戸
内
海
に
面
し
た
風
光
明め
い

媚び

な
景
色
が
広
が
る
秋
穂
地
域
。

２
３
０
年
以
上
前
か
ら
続
く
「
秋
穂

八
十
八
ヶ
所
霊
場
お
大
師
ま
い
り
」

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
お
も
て
な

し
の
心
を
も
つ
心
温
か
い
人
た
ち
が

暮
ら
す
地
域
で
す
。
そ
し
て
、
今
年

の
お
大
師
ま
い
り
は
、
誰
も
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
し
て
5
月
5
日
（
土
・
祝
）
と
６

日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で

関
わ
っ
て
い
る
の
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
奥
山
早
紀
さ
ん
。
ポ
ス
タ
ー

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
明
る
い
も
の
を

作
成
。
県
立
大
学
と
も
連
携
。
全
霊

場
だ
け
で
な
く
、
短
い
距
離
の
コ
ー

ス
も
設
定
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。「
私

の
大
好
き
な
地
域
の
ぬ
く
も
り
に
触

れ
て
い
た
だ
け
る
せ
っ
か
く
の
機
会
。

た
く
さ
ん
の
人
に
訪
れ
て
欲
し
い
」。

ら
に
新
し
い
視
点
で
、
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い

い
ま
す
。
奥
山
さ
ん
は
、
以
前
海
外

を
周
遊
中
に
民
家
に
泊
め
て
も
ら
っ

た
経
験
を
ヒ
ン
ト
に
、
外
国
人
を
対

象
と
し
た
日
本
家
庭
体
験
の
受
け
入

れ
を
、
徳
地
の
古
民
家
で
始
め
ま
し

た
。「
外
か
ら
の
評
価
が
地
域
に
い

い
刺
激
を
与
え
る
と
思
っ
た
」。
最

初
は
外
国
人
が
い
る
こ
と
に
違
和
感

を
感
じ
て
い
た
地
域
の
方
々
も
、
最

近
は
積
極
的
に
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子

を
見
て
手
応
え
を
感
じ
た
と
い
い
ま

す
。「
せ
っ
か
く
こ
ん
な
に
良
い
と

こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
暮

ら
し
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
。
す
る
と
、

自
然
と
見
過
ご
し
て
い
た
も
の
の
価

値
に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
る
は
ず
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

3
年
の
任
期
を
終
え
よ
う
と
し
て

い
る
協
力
隊
が
、
地
域
に
新
し
い
風

を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

奥山早紀隊員（32）
地域資源を活用した滞在
型の観光メニューを考え
てきた。「暮らしを楽しむ」
がモットー。

外
か
ら
の
評
価
が
地
域
を
活
性
化

瀬さ

共に活動する市民や協力隊ＯＢに聞く ―地域おこし協力隊と変わる地域―　

地域おこし協力隊が来て、外か
らの目線でいろいろなアイデア
を教えてくれた。地元にずっと
いたら当たり前のことが増え
て、刺激がないと感じることも
あるが、彼らが接点になってく
れて刺激を生むとともに私たち
の励みになった。
昔、秋穂地域は豆腐やおまんじ

ゅうなどのいろいろなものが地域内で手に入ってい
た。閉店などでどんどん無くなって、加工品会社が
うちくらいしか無くなった。商品開発が誰もできな
いとなったときに協力隊が勉強し教えてくれて、私
たちも一緒になって勉強できた。南部地域特産品開
発会議などでいろいろなことを話し合い、たくさん
のことに挑戦できた。自分たちが成功例として、今
後の地域の呼び水になりたい。良い流れができつつ
ある。自分たちが経験したように、挑戦することが
励みになり、生産者・加工者が一緒にやることでみ
んなから愛される商品になると思う。

平成 28 年 10 月に協力隊の任
期は終えたが、今も阿東にいる
のは、人と人との縁があったか
らこそ。これまで多くの人に支
えられてきたし、難しいことも
あったが得難い経験ができて良
かった。これからも協力隊とし
て来たときのように、客観的な
視点を持ち続けたい。また、こ
の地域には「神楽」に代表され

るように、長い歴史の中で研ぎ澄まされてきた「継
続していく力」がある。そこを大事にしていきたい。
地域が何処に向かいたいのかという方向性を客観的
に見て、住む人が地域のことを思う「力」を応援し
ていきたいと思う。
暮らしやすい世の中にするには、人口を増やすこと
以外にも地域外の人と連携するなど方法はあるはず
で、そこをサポートできればいいと思う。今がんば
っている協力隊には、限られた期間を、失敗を恐れ
ず自分がやりたいと思ったことを全力でしてほしい。

原田丸海産有限会社
原田耕治さん

NPO法人げんき
嘉年事務局長
平山徹さん
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■
一
般
会
計

　

当
初
予
算
に
平
成
28
年
度
か
ら
の

繰
越
額
42
億
２
３
２
６
万
円
を
含
め
、

８
７
２
億
２
３
２
６
万
円
で
あ
っ
た
平
成

29
年
度
一
般
会
計
の
予
算
は
、
そ
の
後
、

増
額
・
減
額
補
正
を
行
い
、
3
月
末
現
在

で
８
５
１
億
７
４
０
６
万
円
（
市
民
1

人
当
た
り
約
44
万
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

︻
主
な
下
半
期
の
増
額
補
正
予
算
︼

・
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
事
業
費

（
国
の「
地
方
創
生
推
進
事
業
交
付
金
」活
用
）

６
０
０
万
円

・
畜
産
農
家
支
援
事
業
費３億

６
８
９
２
万
円

・
小
中
学
校
施
設
安
心
安
全
推
進
事
業
費

　

（
国
の
「
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
」

　

市
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
執
行
さ
れ
て

い
る
か
、
平
成
29
年
度
下
半
期
（
平
成
29

年
10
月
1
日
～
平
成
30
年
3
月
31
日
）
の

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
一
般
・
特
別
会
計
と
も
、
会
計
年
度
は

4
月
１
日
か
ら
翌
年
の
3
月
31
日
ま
で

で
す
が
、
平
成
30
年
5
月
31
日
ま
で
は

現
金
の
出
し
入
れ
が
あ
る
た
め
、
決
算

額
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

財
政
課 

☎ 

０
８
３
︲
９
３
４
︲
２
７
５
０

※予算現額には、平成 28 年度からの繰越額 42 億 2,326 万円を含んでいます。

【収入済額合計】
654億3,011万円

（収入済率 76.8％）

【執行済額合計】
763億1,540万円

（執行済率 89.6％）

※その他には、議会費、労働費、予備費を含んでいます。

155 億　965 万円

140 億1,577 万円

105 億9,654 万円
　90 億6,612 万円（85.6％）

63 億2,254 万円

62 億8,549 万円

18 億9,418 万円

45 億6,894 万円

156 億3,976 万円（100.8％）

13 億7,950 万円（9.8％）

44 億 7,394 万円（70.8％）

37 億7,429 万円（60.1％）

48 億4,665 万円（106.1％）

0 50億 100億 150億 200億 250億 300億
※使用料及び手数料等には、使用料、手数料、分担金、負担金、財産収入、寄付金、繰入金、繰越金を含んでいます。
※その他の交付金等には、地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取
　得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金を含んでいます。
※市債は、対象事業完了後の借り入れとなるため、主には出納整理期間中（４月、５月）に借り入れをする予定です。

１ 一般会計の収支状況（３月末現在）

391,178円

0 50億 100億 150億 200億 250億 300億

280 億8,906 万円

115 億2,382 万円
104 億3,600 万円（90.6％）

93 億1,815 万円
93 億　939 万円（99.9％）

63 億5,837 万円
56 億9,178 万円（89.5％）
66 億9,088 万円
57 億6,096 万円（86.1％）

36 億7,825 万円
30 億6,394 万円（83.3％）

37 億2,190 万円
32 億7,200 万円（87.9％）

34 億4,080 万円
33 億　101 万円（95.9％）
 2 億4,106 万円
21 億1,136 万円（46.2％）

5 億 3,188 万円

251 億8,932 万円
259 億8,095 万円

4 億 8,225 万円（90.7％）

１人当たりの
執行済額

山
口
市
の

財
政
状
況

歳入

歳出

市 税 市民税や固定資産税、都市計画
税、たばこ税、軽自動車税 など

地方交付税 国税の一部が財政状況に応じ
て県や市に配分されるもの

市 債 公的機関や銀行などからの借
入金

国庫支出金 国からの負担金や補助金など

県 支 出 金 県からの負担金や補助金など

使用料及び
手 数 料 等

施設利用料や証明書の発行
手数料 など

そ の 他 の
交 付 金 等

国や県が集めた税金の一部を
配分するもの

諸 収 入 貸付金の元利収入や雑入など

民 生 費 高齢者や障害者福祉、子育て支
援 など…1 人当たり 123,580 円

総 務 費 市の運営や地域の振興、市税
の賦課徴収  など　…53,493円

土 木 費 道路や河川、公園、市営住宅
の管理、整備 など…55,242 円

公 債 費 市債の償還 など
…47,718 円

衛 生 費 保健・予防対策や環境保全、
ごみ処理 など　…29,175 円

教 育 費 小中学校や幼稚園の管理、社
会教育 など　　   …29,530円

消 防 費 消防や救急、防災対策 など
…16,772 円

農 林 水
産 業 費

農林水産業の振興 など
　　　　　　　　…15,705円

商 工 費 商工業や観光の振興、企業誘
致 など　　　　   …16,920円

災害復旧費 道路・河川・農地の災害復旧
など　　　　   　  …571 円

そ の 他 議会運営、雇用 など
…2,472 円

241 億     942 万円

（97.0％）

（85.8％）

10 億6,053 万円（56.0％）

115 億7,989 万円
107 億7,729 万円（93.1％）
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等
の
活
用
）

２
億
９
０
０
０
万
円

・
要
・
準
要
保
護
児
童
就
学
援
助
費
、
学
校

教
育
事
務
局
事
務
費
　

２
９
８
４
万
円

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
３
月
末
の
収
支
状
況

は
、
下
記
　

 

の
通
り
で
す
。

■ 

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
な

ど
、
特
定
の
目
的
を
も
っ
て
事
業
を
行
う

場
合
に
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理
す

る
た
め
の
会
計
で
す
。
３
月
末
の
収
支
状

況
は
、
下
記 　

の
通
り
で
す
。

■ 

市
債

　

３
月
末
の
市
債
残
高
見
込
み
は
、
下
記

　

 

の
通
り
で
す
。

※
市
民
１
人
当
た
り
の
数
値
の
算
出
は
、

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
の
人
口
で

あ
る
19
万
５
０
９
１
人
を
参
考
に
し

て
い
ま
す
。

３ 市債等の収支状況（３月末現在）

2 特別会計の収支状況（３月末現在）

歳　　　　　入

項　　　目 予算現額 収入済額 収入済率

国 民 健 康 保 険 233 億 7,429 万円 206 億 8,562 万円 88.5％

後 期 高 齢 者 医 療 29 億 1,524 万円 26 億 6,516 万円 91.4％

介 護 保 険 174 億 3,174 万円 143 億 2,557 万円 82.2％

介護サービス事業 5,288 万円 5,038 万円 95.3％

駐 車 場 事 業 5,878 万円 5,468 万円 93.0％

簡 易 水 道 14 億 3,518 万円 4 億 1,576 万円 29.0％

農 業 集 落 排 水 5 億 7,523 万円 5 億 6,119 万円 97.6％

漁 業 集 落 排 水 2,472 万円 2,444 万円 98.9％

地 域 下 水 道 666 万円 516 万円 77.5％

国 民 宿 舎 7,067 万円 7,024 万円 99.4％

特 別 林 野 1,108 万円 1,109 万円 100.1％

合 計 459 億 5,647 万円 388 億 6,929 万円 79.7％

歳　　　　　出

執行済額 執行済率 １人当たりの
執行済額

216 億 992 万円 92.5％ 110,768 円

27 億 8,633 万円 95.6％ 14,282 円

155 億 74 万円 88.9％ 79,454 円

5,012 万円 94.8％ 257 円

3,790 万円 64.5％ 194 円

12 億 634 万円 84.1％ 6,183 円

4 億 5,716 万円 79.5％ 2,343 円

1,093 万円 44.2％ 56 円

538 万円 80.8％ 28 円

7,008 万円 99.2％ 359 円

982 万円 88.6％ 50 円

417 億 4,472 万円 90.8％ 213,974 円

区　　　分 平成 29 年度末
現在高

1 人当たりの
現在高

一 般 会 計 930 億 1,497 万円 476,777 円

特 別 会 計 45 億 9,968 万円 23,577 円

合 計 976 億 1,465 万円 500,354 円
上 記 に 対
す る 利 息 51 億 4,442 万円 26,369 円

一 時 借 入 金 ０円 0 円

  これらの財政状況等は、ウェブサイトからご覧になれます。
  財政健全化に向けた取り組み内容を示した「山口市財政運営健全化計画」や、本市の財政状況を分かりやすく
  一般家庭に例えた「山口市の台所事情」も掲載していますので、あわせてご覧ください。

市債とは、学校や道路、公園などを整備するための目的
を持った借入金です。
長期間にわたって使用するこれらの施設に対し、建設時
だけでなく後年度に使用する方にも負担を求めることで、
世代間の負担の公平を図るという効果も有しています。
市では、返済計画に配慮しながら将来の世代に過度な負
担を残さないよう、国の財政支援措置がある市債を有効
に活用し、実質的な将来負担の抑制などに取り組んでい
ます。

3 月にオープンした新山口駅北口駅前広場

１
2

3
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な
ど
の
単
位
で

供
養
を
続
け
て

い
る
。『
甦
る
仁

の
こ
こ
ろ
』
を

テ
ー
マ
に
、
こ

う
し
た
心
遣
い

を
大
切
に
し
、

後
世
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ぜ

ひ
、
山
口
市
も
慰
霊
祭
に
参
加
し
て
欲
し

い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

戊
辰
合
同
慰
霊
祭
は
、
７
月
14
日
に
白

河
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

観
光
交
流
課
☎
０
８
３
―

９
３
４
―

２
７
５
７

　

地
元
資
源
を
使
用
し
た
「
山
口
き
ら
ら

ピ
ク
ル
ス
」
と
「
蜂
蜜
屋
さ
ん
の
手
作
り

ハ
ニ
ー
ジ
ャ
ム
」が
開
発
さ
れ
、３
月
16
日
、

道
の
駅
「
き
ら
ら
あ
じ
す
」
で
商
品
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
き
ら
ら
ピ
ク
ル
ス
の
開
発
を
行
っ

お
り
、
今
後
全
力
で
災
害
時
の
対
応
に
協

力
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
事
業
者
を
代
表
し
て
、
有
限

会
社
阿
武
組
の
阿
武
賢
一
代
表
取
締
役
は

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る

た
め
、
行
政
と
手
を
携
え
て
い
き
た
い
と

思
う
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
協
定
に
よ
り
、
人
命
救
助

活
動
を
よ
り
早
く
実
施
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。本
市
で
は
、こ
れ
を
契
機
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
応
す
る
こ
と
の
で

き
る
防
災
対
策
を
更
に
加
速
さ
せ
、
安
心

し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

消
防
本
部
救
急
救
助
課
☎
０
８
３
―

９
３
２
―
２
６
０
４

　

３
月
14
日
、
人
見
光
太
郎
実
行
委
員

会
会
長
を
代
表
と
す
る
、
白
河
戊
辰

１
５
０
周
年
記
念
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
、

30
年
振
り
に
開
催
さ
れ
る
「
戊
辰
合
同

慰
霊
祭
」
の
参
加
要
請
の
た
め
来
所
さ

れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
白
河
市
は
、
戊
辰
戦
争
の
ひ
と

つ「
白
河
口
の
戦
い
」が
行
わ
れ
た
場
所
で
、

敵
味
方
合
わ
せ
て
１
０
０
０
人
以
上
が
犠

牲
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
州

藩
は
、
こ
の
と
き
新
政
府
軍
と
し
て
、
こ

の
戦
い
に
参
戦
し
ま
し
た
。

　

人
見
会
長
は
、「
戦
死
者
は
、
敵
味
方
の

区
別
な
く
丁
重
に
弔
い
、
現
在
も
町
内
会

会
を
通
じ
、
市
内
の
新
入
学
児
童
全
員
に

届
け
ら
れ
ま
す
。

生
活
安
全
課
☎
０
８
３
―

９
３
４
―

２
７
６
５

　

３
月
12
日
、「
災
害
時
に
お
け
る
レ
ン
タ

ル
重
機
等
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
お
よ

び
「
災
害
時
に
お
け
る
重
機
等
に
よ
る
消

防
活
動
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
、
民

間
事
業
者
10
社
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
大
規
模
な
災
害
時
に
災
害
現

場
に
お
い
て
臨
機
応
変
に
重
機
を
活
用
で

き
れ
ば
、
救
助
活
動
が
よ
り
迅
速
に
で
き

る
。
新
た
な
連
携
体
制
が
構
築
で
き
る
こ

と
を
大
変
喜
ば
し
く
、
ま
た
心
強
く
思
っ

て
い
る
」
と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

重
機
レ
ン

タ
ル
事
業
者

を
代
表
し
て
、

株
式
会
社
キ

ロ
ク
の
藤
井

篤
文
山
口
営

業
所
長
は「
地

域
貢
献
を

業
者
は
モ
ッ

ト
ー
に
し
て

　

３
月
９
日
、
山
口
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

と
全
労
済
山
口
推
進
本
部
か
ら
、
新
入
学

児
童
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
協
力
し

よ
う
と
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
と
ト
ー
ト

バ
ッ
グ
各
１
９
０
０
個
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

贈
呈
式
に
は
野
田
学
園
幼
稚
園
の
園
児

４
人
も
参
加
し
「
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
と

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て
元
気
い
っ

ぱ
い
小
学
校
に
通
い
ま
す
」
と
声
を
揃
え

て
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
い

る
姿
は
、
ほ
ほ
え
ま
し
く
我
々
に
元
気
を

与
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の

お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
安
心
安
全
に
努

め
る
の
で
、今

後
も
御
支
援

を
お
願
い
し

た
い
」
と
感

謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た

ラ
ン
ド
セ
ル

カ
バ
ー
な
ど

は
教
育
委
員

ウェブサイト
でも公開中

「
人
命
救
助
を
よ
り
迅
速
に
」

災
害
時
に
お
け
る
協
定
を
締
結

白
河
戊
辰
１
５
０
周
年
記
念
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
が
表
敬
訪
問

新
１
年
生
に

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
等
を
贈
呈

「
地
元
資
源
で
新
た
な
特
産
品
」

ピ
ク
ル
ス
と
ジ
ャ
ム
を
発
売

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

問

問

問
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た
長
尾
智
美
さ
ん
は
「
山
口
に
は
お
い
し

い
農
産
物
が
豊
富
に
あ
る
の
に
、
あ
ま
り

県
外
で
見
る
こ
と
が
少
な
い
。
野
菜
を
ピ

ク
ル
ス
に
す
る
こ
と
で
、
若
い
世
代
に
認

知
し
て
も
ら
え
る
と
考
え
て
い
る
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

蜂
蜜
屋
さ
ん
の
手
作
り
ハ
ニ
ー
ジ
ャ
ム

の
開
発
を
行
っ
た
久
保
紀
子
さ
ん
は
「
地

元
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
商
品
化
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
は
ち
み
つ
を
使
用
し

た
健
康
的
な
食
生
活
も
提
案
し
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
商
品
と
も
、
南
部
地
域
を
活
性
化
し

よ
う
と
立
ち
上
げ
ら
れ
た
南
部
地
域
特
産

品
開
発
会
議
が
生
み
出
し
た
新
商
品
で
す
。

道
の
駅
「
き
ら
ら
あ
じ
す
」
や
道
の
駅
「
あ

い
お
」
で
は
、
今
回
発
表
さ
れ
た
商
品
以

外
に
も
同
会
議
が
開
発
し
た
地
元
産
品
を

販
売
中
で
す
。

定
住
促
進
課
☎
０
８
３
―

９
３
４
―

２
９
４
２

　

日
本
果
実
工
業
株
式
会
社
（
仁
保
）
が
、

新
事
業
所
の
建
設
を
決
定
し
、
３
月
20
日
、

本
市
と
新
事
業
所
建
設
協
定
の
調
印
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

同
社
の
片
桐
且
元
代
表
取
締
役
社
長
は

「
会
社
設
立
以
来
の
大
型
の
投
資
規
模
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
企

業
と
な
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
昭

和
42
年
か
ら
、

み
か
ん
や
ゆ

ず
な
ど
地
元

の
農
産
物
等

を
使
用
し
た

清
涼
飲
料
水

等
を
製
造
し

て
こ
ら
れ
、

本
市
の
農
商

工
連
携
の
一
翼
を
担
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ

の
度
の
新
事
業
所
建
設
は
、
大
変
喜
ば
し

く
感
じ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

新
事
業
所
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
無
菌
充

填
工
場
で
、
平
成
31
年
３
月
に
操
業
開
始

予
定
で
す
。
新
規
雇
用
は
地
元
を
中
心
に

10
人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

産
業
立
地
推
進
課
☎
０
８
３
―

９
３
４
―

２
８
１
３

　

３
月
22
日
、
Ｊ
Ｒ
新
山
口
駅
北
口
に

整
備
し
た
新
山
口
駅
北
口
駅
前
広
場
の
全

面
供
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
山
口
駅

北
口
で
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
は
関
係
者

２
０
０
人
が
集
ま
り
、
市
長
は
「
小
郡
都

市
核
を
県
ナ
ン
バ
ー
１
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
ス
タ
ー
ト
」

と
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。
　

　

北
口
駅
前
広
場
の
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
ま
ち
と
駅
を
つ
な
ぐ
０
番
線
」。
カ
フ
ェ

ス
ペ
ー
ス
の
「
０
カ
フ
ェ
」
に
は
船
方
農

場
グ
ル
ー
プ
が
カ
フ
ェ
を
開
店
。
ま
た
、

エ
フ
エ
ム
山
口
と
連
携
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト

ス
タ
ジ
オ
「
０
ス
タ
ジ
オ
」
で
は
、
公
開

生
放
送
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
２
階
部
分

に
あ
る
長
さ
１
３
０
ｍ
の
デ
ッ
キ
「
０
テ

ラ
ス
」
に
は
県
内
の
自
生
植
物
が
植
え
ら

れ
、
山
口
の
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
ス
ペ
ー

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
交
流
広

場
や
観
光
案
内
所
、
交
流
活
動
ホ
ー
ル
も

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
北
口
と

南
口
周
辺
に
分
散
し
て
い
た
路
線
バ
ス
の

乗
降
場
を
北
口
東
側
ロ
ー
タ
リ
ー
に
集
約

し
ま
し
た
。「
維
新
公
園
・
県
庁
方
面
」「
空

港
・
阿
知
須

方
面
」
な
ど

行
き
先
別
に

６
つ
の
乗
り

場
が
あ
り
、

４
月
１
日
の

始
発
便
か
ら

運
行
開
始
し

て
い
ま
す
。

都
市
整
備

課
☎
０
８
３
―
９
３
４
―
２
９
３
６

　　

本
市
と
株
式
会
社
コ
ア
（
中
園
町
）
お

よ
び
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社（
本

社：東
京
）
は
、３
月
22
日
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
人
材
の
育
成
等
に
係
る
連
携
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

締
結
式
に

は
市
長
を
は

じ
め
、
株
式

会
社
コ
ア
の

濵
田
泰
代
表

取
締
役
社
長

と
デ
ジ
タ
ル

ハ
リ
ウ
ッ
ド

株
式
会
社
の

吉
村
毅
代
表

取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
出
席
し
、
協
定

書
に
署
名
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の
育
成
お
よ
び
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
関
す
る
相
談
・
支
援
等
に
よ

る
市
内
企
業
等
の
競
争
力
の
強
化
、
本
市

の
産
業
力
の
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ア
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
育
で
実
績
の
あ

る
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
と
連
携
し
、「
デ

ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ 

山

口
」
を
７
月
か
ら
開
講
さ
れ
ま
す
。
ス
タ

ジ
オ
で
の
指
導
は
、
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
地
元
の
技
術
者
が
行
い
、

デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
人
材
育
成
の
ノ

ウ
ハ
ウ
と
「
反
復
学
習
」
ス
タ
イ
ル
に
よ

り
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　

市
長
は
「
山
口
市
の
産
業
力
の
向
上
に

向
け
心
強
い
。
多
様
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
個
人
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
や
就
業
に
向
け
た
相
談
な
ど

仕
事
に
直
結
す
る
場
作
り
に
は
ず
み
が
つ

く
」と
、連
携
協
定
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
産
業
振
興
課
☎
０
８
３
―

９
３
４
―
２
９
２
８

民
間
2
社
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

人
材
育
成
の
協
定
を
締
結

新
山
口
駅
北
口
駅
前
広
場
を

全
面
供
用
開
始

日
本
果
実
工
業
が
新
事
業
所
の

建
設
を
決
定

問

問

問

問
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現本庁舎

中央駐車場

サビエル記念聖堂

山口大学
教育学部附属
山口中学校 市民会館

山口市新本庁舎の
整備基本方針を決定しました
　新本庁舎整備に関するこれまでの検討内容を整理し、
本市が新本庁舎の整備を進めるに当たっての基本的な考
え方や方向性を取りまとめた「山口市新本庁舎整備基本
方針」を平成 30 年３月に決定しました。今後は、この
基本方針を踏まえ、着実に新本庁舎の整備を進めます。
　平成 30 年度は、整備内容の検討手法など設計の指針
となる「山口市新本庁舎整備基本計画」の策定を進めま
す。進捗状況は、随時市報等でお知らせします。

本庁舎整備推進室 ☎ 083 － 934 － 4151

11 整備手法
新本庁舎は、現本庁舎および中央駐車
場の所在地（山口市亀山町２番１号）
において建て替え整備をします。

整備基本方針の概要

来庁者の利便性や安全安心への対応な
ど、新本庁舎の果たすべき役割が発揮
できるような機能導入を基本に検討し
ます。

■行政組織
現本庁舎に配置している組織に加え、狭あい化等により分庁
化した組織などを集約することを基本に検討します。

■延床面積
新本庁舎に配置する想定職員数（臨時職員等を含む）を踏ま
えて算出した延床面積に、市民への開放空間や防災拠点とし
て必要な延床面積を加えることを基本に検討します。

■来庁者用駐車台数
２００台程度の駐車台数を確保することを基本に検討します。

■事業手法
ライフサイクルコストの抑制や品質の確保、事業スケ
ジュールなどを考慮し、適切な事業手法を検討します。

■概算事業費および財源
新本庁舎の具体的な整備内容等を明らかにし、概算事業
費を算定します。適切な事業手法の検討等による事業費
の抑制や有利な財源の活用等による将来の負担軽減に努
めます。

■事業スケジュール
新本庁舎の具体的な姿を明らかにしていきながら、事業
スケジュールを立てていきます。

■その他
新本庁舎の整備期間中は、円滑な行政サービスの実施
や、通行アクセスや来庁者用駐車場の確保などにより、
来庁者等の利便性や安全の確保に努めます。
新本庁舎整備の取り組み状況等については、市報や市
公式ウェブサイト等を通じ、市民への情報提供に努め
ます。

基本方針案

基本方針決定

基本計画

基本設計

建設工事

新本庁舎の整備内容等の具体的な検討
や検討に必要な調査等については、基
本方針を踏まえ、基本計画の策定や基
本設計等を行う中で進めていきます。

実施設計

役割・機能22

規模33

事業スケジュール 事業の進め方44

問
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本
市
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

受
信
機
か
ら
自
動
起

動
装
置
等
を
経
由
し

て
複
数
の
伝
達
手
段

を
自
動
起
動

　

国
か
ら
住
民
に
直
接
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
、
緊
急
地
震
速
報
、
津
波
警
報
な
ど
を
携

帯
電
話
等
に
配
信
す
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
や

市
町
村
防
災
行
政
無
線
等
に
よ
り
、
瞬
時
に

伝
達
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

国
か
ら
の
信
号
を
受
け
、防
災
行
政
無
線
、

モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、

山
口
市
防
災
メ
ー
ル
、T

ツ
イ
ッ
タ
ー

w
itter

、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
テ
ロ
ッ
プ
を

使
っ
て
情
報
を
伝
達
し
ま
す
。

　

国
は
、
年
１
回
（
11
月
）
全
国
一
斉
の
訓

練
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

に
よ
る
情
報
伝
達
手
段
の
不
具
合
解
消
を
一

層
進
め
る
と
と
も
に
、
住
民
意
識
の
向
上
を

図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
年
４
回
（
５
月
・

８
月
・
11
月
・
２
月
）
実
施
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
１
回
目
の
訓
練
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
訓
練
の
趣
旨

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
16
日
（
水
）
11
時

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
訓
練
が
４
回
に
増
え
ま
す

防
災
メ
ー
ル
登
録

防
災
危
機
管
理
課 

☎
０
８
３ｰ

９
３
４ｰ

２
７
２
３

問

電子サイレンと音声でお知らせします。
①電子サイレン

「3 秒吹鳴後、2 秒休み」× 4 回
②音声放送　
上りチャイム

「これは、Ｊアラートのテストです」× 3 回
「こちらは山口市です」× 1 回
下りチャイム
※聞き取れないときは、防災無線情報案内に電話

して内容を確認しましょう。☎ 083-934-2691

防災行政無線（市内全域）

モーターサイレンの吹鳴を行います。
「3 秒吹鳴後、2 秒休み」× 4 回

モーターサイレン
（山口・小郡地域のみ）

防災メール（要事前登録）
訓練では下記の文面を送信します。

「こちらは山口市役所です。
以下の内容は J アラートで受
信した情報です。これは J ア
ラートのテストです。対象地
域：全土区域」
※今回の訓練では、緊急速報メールの配信

はありません。

この他、ウェブサイト、ケーブルテレビのテ
ロップ、Twitter（ツイッター）でも、山口
市防災メールで配信した内容を掲載します。
Twitter のアカウントをお持ちの方は、ぜひ
フォローをお願いします。

【アカウント名】山口市防災危機管理課
　　　　　　　  @city_yamaguchi

モーターサイレンの吹鳴を行います。

市
民
の
皆
さ
ん
に
い
ち
早
く
防
災
情
報
を

お
伝
え
す
る
手
段
の
１
つ
と
し
て
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
登
録
の
仕
方

①yam
aguchi@

jijo
.

bosai.info

宛
に
空
メ
ー

ル
を
送
信
。
ま
た
は
、
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
右
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
メ
ー
ル
を
送
信
。

　

※
送
信
す
る
前
に
メ
ー
ル
が
受
信
で
き
る
よ
う

　

に
設
定
が
必
要
で
す
。

②
返
信
メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、
メ
ー
ル
に

表
示
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
選
択
。

③
登
録
画
面
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
必
要

と
さ
れ
る
配
信
情
報
を
選
択
し
、
画
面

下
に
あ
る
「
設
定
送
信
」
を
選
択
し
て

完
了
。

▼
提
供
さ
れ
る
情
報

気
象
、
雨
量
、
水
位
な
ど
の
防
災
情
報
や
、

避
難
に
関
す
る
緊
急
情
報
な
ど
、
防
災
行

動
に
役
立
つ
情
報
。
ま
た
、
市
か
ら
の
お

知
ら
せ
と
し
て
、
高
齢
者
等
の
行
方
不
明

情
報
や
、
交
通
・
防
犯
な
ど
緊
急
性
の
あ

る
情
報
。

▼
緊
急
情
報
を
見
聞
き
し
た
と
き
は

地
震
の
場
合
は
姿
勢
を
低
く
頭
を
守
る
、

津
波
の
場
合
は
高
い
場
所
へ
逃
げ
る
、
弾

道
ミ
サ
イ
ル
の
場
合
は
近
く
の
建
物
に
避

難
す
る
な
ど
、
速
や
か
に
ご
自
身
で
身
を

守
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は

本
市
の
伝
達
手
段

今
年
度
か
ら
訓
練
が
変
わ
り
ま
す

第
1
回
目
の
訓
練

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
り
情
報
が
伝
わ
る
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
や

巨
大
地
震
発
生
な
ど
の

緊
急
事
態
の
発
生

人
工
衛
星
や
地
上
回

線
を
通
じ
て
市
町
村

が
設
置
し
て
い
る
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
受
信
機
へ

情
報
送
信

①
緊
急
事
態
発
生

内
閣
官
房
や
気
象
庁

か
ら
消
防
庁
の
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
て
情
報

発
信

②
国

③
人
工
衛
星

　

・
地
上
回
線

④
山
口
市

今回の訓練では
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
松
前
了
嗣
で
ご

ざ
い
ま
す
。
さ
て
、
今
回
は
前
回
に
続
き
ま

し
て
、
野
村
望
東
尼
の
お
話
で
あ
り
ま
す
。

　

故
郷
、
福
岡
を
離
れ
、
異
郷
の
地
、
山
口

へ
と
や
っ
て
来
た
彼
女
で
す
が
、
そ
の
後
、

ど
の
よ
う
な
運
命
が
待
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

薩
長
連
合
軍

　

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
９
月
17
日
、
薩

摩
藩
の
大
久
保
利
通
と
大
山
綱
良
が
山
口

を
訪
れ
、
藩
主
・
毛
利
敬
親
に
京
都
周
辺
の

形
勢
を
報
告
。
老
臣
や
木
戸
孝
允
、
広
沢

真
臣
ら
と
協
議
し
、
薩
長
連
合
軍
の
出
兵

協
約
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
今
月

中
に
薩
摩
軍
が
三
田
尻
に
到
着
す
る
の
で
、

長
州
軍
は
薩
摩
船
の
到
来
を
待
っ
て
出
動
す

る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
最
後
の
旅

　

こ
の
こ
と
を
知
っ
た
望
東
尼
は
、
上
京
を

待
つ
志
士
た
ち
に
歌
を
贈
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
防
府
天
満
宮
に
詣
で
戦
勝
祈
願
を

し
、
彼
ら
の
出
発
を
見
送
ろ
う
と
、
ひ
と

り
山
口
を
後
に
し
た
の
で
し
た
。
慶
応
３

年
（
１
８
６
７
）
９
月
25
日
の
こ
と
で
し
た
。

山 口

こ
の
旅
は
彼
女
に
と
っ
て
生
涯
最
後
の
旅
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
彼
女
は
、
萩
往
還
を
歩
き
防
府

へ
と
向
か
い
ま
す
が
、
そ
の
道
中
で
多
く
の

歌
を
詠
み
ま
し
た
。

も
み
ぢ
葉
を
　
か
つ
も
み
ほ
り
の
　
長
て
み
ち

　
　
　
な
が
し
と
も
な
く
　
過
ぐ
る
秋
の
日

　

色
づ
い
た
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
、
長
く
続

く
大
内
の
御
堀
の
道
を
歩
く
彼
女
の
姿
が
浮

か
ん
で
き
ま
す
。

故
郷
を
　
ひ
と
り
い
で
き
て
　
ゆ
く
た
び
に

　
　
　  

う
ら
や
ま
し
く
も
　
親
子
つ
れ
や
ま

　

遠
く
故
郷
を
離
れ
、
ひ
と
り
旅
に
出
た
望

東
尼
。
は
る
か
向
こ
う
に
見
え
る
の
は
、
親

子
連
れ
の
よ
う
に
並
ぶ
山
の
姿
で
し
た
。

薩
摩
船
と
戦
勝
祈
願

　

山
口
を
出
発
し
た
そ
の
日
、
彼
女
は
約
20

㎞
の
街
道
を
歩
き
三
田
尻
に
到
着
し
ま
す
。

松
前
了
嗣

第17回

歴
史
発
見
！ 

こ
ね
ぇ
な
話
、
知
っ
ち
ょ
る
？

広
報
広
聴
課 

☎
０
８
３︲９
３
４︲２
７
５
３

問

そ
し
て
、
そ
の
日
か
ら
７
日
間
、
毎
日
、
天

満
宮
に
一
首
の
歌
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
10
月
に
入
っ
て
か
ら
も
、
な
か

な
か
来
な
い
薩
摩
船
で
し
た
が
、10
月
６
日
、

つ
い
に
一
隻
の
船
が
、
中
の
関
に
姿
を
見
せ

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し

て
、
彼
女
は
病
の
床
に
伏
す
よ
う
に
な
る
の

で
し
た
。

別
れ
の
時

　

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
11
月
６
日
、
望

東
尼
は
、
薩
長
連
合
軍
の
東
上
を
見
る
こ
と

な
く
、
ま
た
、
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
こ
と

な
く
、
療
養
中
で
あ
っ
た
荒
瀬
百
合
子
邸
に

て
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。享
年
62
で
し
た
。

  

冬
ご
も
り
　
こ
ら
え
こ
ら
え
て
　
一
時
に
　

　
　
　
　
花
咲
き
み
て
る
　
春
は
来
る
ら
し

　

寒
い
寒
い
冬
の
時
期
を
じ
っ
と
こ
ら
え
て

き
た
望
東
尼
。
彼
女
は
、
花
が
咲
き
満
ち
る

時
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　

春
は
、
も
う
、
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
し
た
。

「
志
士
た
ち
を
支
え
た
歌
人 

野の
む
ら村
望ぼ

う
と
う
に

東
尼
」
そ
の
弐

NPO 法人防長史楽会、やまぐち萩往
還語り部の会、山口市文化財保護指
導員。講演や執筆活動にも積極的に
取り組んでいる。写真は氷上橋（大内）
から姫山方面を眺めている松前さん。

松前 了嗣　
まつまえ・りょうじ

薩長連合軍が倒幕のため、三田
尻を出発し上洛することを聞い
た望東尼は、大内・氷上の福田
侠平宅を訪ねました。彼女はど
んな思いでこの景色を眺め、萩
往還を歩いたのでしょうか。

過去の話は【こねえな話】
で検索するか左記を読み
取ってご覧になれます。

参考文献

防府野村望東尼会編（２０１６）「望東尼
物語」谷川佳枝子監修、防府野村望東尼
会／谷川佳枝子（２０１１）「野村望東尼
ひとすじの道をまもらば」花乱社／末松
謙澄（１９９１）「防長回天史　九」マツ
ノ書店／時山弥八（２０１５）「もりのし
げり」マツノ書店

萩往還（大内・氷上橋付近）。この辺り
に一里塚があったっちゅうことです。
その土台に使われていたものでしょう
か、大きな石が散らばっちょります。
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イラスト：taeco

井
上
馨 

そ
の
１

広報広聴課 ☎ 083-934-2753問 　

長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
ひ
と
り
、
湯
田
出
身
の

井
上
馨
。
彼
の
信
念
の
原
点
は
、
29
歳
の
時

の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
密
留
学
で
し
た
。
西
洋
の

す
ご
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
井
上
は
、
国

の
将
来
の
た
め
に
は
、
外
交
と
経
済
に
力
を

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
確
信
し
ま
す
。

　

維
新
後
、
井
上
は
大
蔵
省
の
官
僚
と
し
て

銀
行
の
設
立
、
商
社
の
保
護
な
ど
、
経
済
に

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
基
礎
づ
く
り
に
大
き

く
か
か
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
外
交
で
は
、
不
平
等
条
約
の
改
正
の

た
め
、
鹿
鳴
館
の
建
設
を
は
じ
め
と
し
た
西

洋
文
化
を
取
り
入
れ
る
欧
化
政
策
を
行
い
ま

す
。
そ
し
て
意
外
に
も
外
国
と
の
戦
争
に
つ

い
て
は
、
一
貫
し
て
反
対
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
井
上
の
や
り
方
は
、
ワ
イ
ロ
や

利
権
で
私
腹
を
肥
や
し
て
い
る
と
受
け
取
ら

れ
た
り
、
欧
化
政
策
が
空
回
り
し
て
い
る
等

と
、
度
々
新
聞
や
評
論
家
、
欧
米
人
な
ど
か

ら
非
難
を
浴
び
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
批
判
を
恐
れ
ず
に
行
動
し
た
井

上
。
彼
自
身
の
功
績
と
呼
べ
る
も
の
は
わ
か

り
に
く
く
、
あ
ま
り
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
井
上
の
部
下
や
仲
間
が
彼
か
ら
の
影

響
を
大
い
に
受
け
、
そ
の
後
多
く
の
功
績
を

残
し
て
い
ま
す
。間
接
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

井
上
は
間
違
い
な
く
、
日
本
の
近
代
化
に
無

く
て
は
な
ら
な
い
人
物
だ
っ
た
の
で
す
。

表
紙
の
写
真

桜
の
ト
ン
ネ
ル
に
笑
顔
満
開

　

転
勤
な
ど
で
山
口
市
に
転
入
さ
れ
て

き
た
ば
か
り
で
、
子
ど
も
達
を
ど
こ
に

遊
び
に
連
れ
て
行
け
ば
よ
い
か
困
っ
て

い
る
方
い
ま
せ
ん
か
。
市
内
に
は
公
園

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
表
紙
の
写

真
は
小
鯖
地
域
に
あ
る
正
田
山
と
い
う

小
高
い
山
の
上
に
あ
る
公
園
で
す
。
山

の
斜
面
に
植
え
ら
れ
た
桜
の
間
を
縫
う

よ
う
に
、
お
よ
そ
45
ｍ
の
ロ
ー
ラ
ー
す

べ
り
台
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
景
色
を

見
な
が
ら
滑
り
下
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
新
緑
の
季
節
、
季
候
も
良
く
な
り

ど
こ
か
に
お
出
か
け
し
た
く
な
る
季
節

で
す
よ
ね
。
ご
家
族
で
公
園
巡
り
を
さ

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
山

口
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
さ
ん

が
、
お
子
さ
ん
が
遊
べ
る
場
所
を
マ
ッ

プ
に
さ
れ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ローラーすべり台のスタート地点から
見える小鯖の景色

広報広聴課 ☎ 083-934-2753問

イラスト：taeco
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圏域の愛称決定！

山口県央連携都市圏域では、各地で多彩なイベントが開催されます。
市内のイベントと合わせて、お出かけしませんか？

　　第２８回萩焼まつり

今年も、恒例となった萩焼の大展
示即売会を開催。萩焼の展示即売
のほか、海産物などの萩の特産品
販売も行います。また、テーブル
コーディネート展のほか、今年か
ら会場内にカフェコーナーを設け
ます。食卓を彩る素敵な萩焼を見
つけてください。
日時　５月１日（火）～５日（土・
　祝）９時～ 17 時 30 分
場所　萩市民体育館（萩市大字椿
　3395-1）

萩焼まつり実行委員会（萩商
工会議所内）

　☎ 0838-25-3333

　　  愛のまごころ矯正展2018

矯正処遇の紹介、刑務所作業製品
の展示・販売コーナー、地域の皆
さんによる飲食店出店、ステージ
イベントなど美祢市の魅力満載
で、お子さんが楽しめる催しもの
も盛りだくさんです。また、普段
は入ることのできない美祢社会復
帰促進センター内の施設見学（希
望者多数の場合は先着順）もあり
ます。ぜひお越しください。
日時　５月 20 日（日）９時～15 時
場所　美祢社会復帰促進センター
（美祢市豊田前町麻生下 10）

問 美祢社会復帰促進センター
　☎ 0837-57-5131

　　  つつじが見頃を迎えます

大平山山頂公園では、５月上旬～
中旬にかけて 10 万株のつつじが
見頃を迎えます。爽やかな季節
に、海を見下ろせる、つつじの咲
き揃った公園を散策してみません
か。5 月 3 日（木・祝）～ 6 日（日）、
12 日（土）、13 日（日）には山
頂公園でバザー等の催しも行われ
ます。
期間　５月上旬～中旬
場所　大平山山頂公園
問 防府市おもてなし観光課
　☎ 0835-25-4547

　　　乙女峠まつり

明治初め、長崎から流刑された数
多くの信者が、拷問や投獄でも信
念を貫き通し、この地で命を落と
しました。これらキリシタン殉教
者に捧げられる「乙女峠まつり」。
聖母マリア像を中心とする信者の
巡礼の行列と、殉教者に捧げられ
る荘厳な野外ミサは、訪れた人々
に清らかな感銘を与えます。
日時　５月３日（木・祝）
　巡礼：10 時 30 分、ミサ：12 時
場所　巡礼：津和野カトリック教

会～乙女峠、ミサ：乙女峠
問 津和野カトリック教会
　☎ 0856-72-0251

　　　にぎわいフェスタ

航空・空港の仕事を体験できるイ
ベントや、子ども用制服試着撮影
会、飲食の販売、手作り市場、音
楽やパフォーマンスなどイベン
トが盛りだくさん。約 160 品種、
約 1,000 株のバラも見頃を迎え
ます。
日時　５月 27 日（日） 10 時～

16 時
場所　山口宇部空港（宇部市沖宇

部 625-17）
問 山口宇部空港ビル（株）
　☎ 0836-31-2200

復活！住吉まつり

小野田セメントとその創設者笠井
順八翁の功績を讃え、「世代を超
えてつながる日」をスローガン
に、2012 年に復活したおまつり
です。
日時　５月 26 日（土）16 時 30
　分～ 21 時、５月 27 日（日）
　10 時～ 16 時（雨天決行）
場所　住吉神社および周辺（山陽

小野田市東住吉町）
問 住吉まつり復活委員会事務局
（須惠公民館内）

　☎ 0836-83-3360

　　　にぎわいフェスタ宇部

　　  美祢 　　萩 　　　乙女峠まつり津和野

山陽
小野田 　　  つつじが見頃を迎えます防府

ウェブサイトでは、さらに多くの
圏域情報を毎月発信しています！

問
問

問

問

圏域の愛称を公募したところ、全国 328 点
の中から「山口ゆめ回廊」が選ばれました。
圏域の明るい未来に向け、魅力あふれる圏域
づくりに取り組みます。

豊田前

山口宇部空港

問
問

大平山
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作り方
①乾燥ひじきは水で戻し、水けを切っておく。
②材料を切る。
　パプリカ・ピーマン…半分に切って種を除き、細切り／

もやし…洗って水けを切る
③鍋にだし汁を入れて、ひじきを煮る。
④水分がなくなってきたらサラダ油を足し、パプリカ、ピー

マン、もやしを加えて炒める。
⑤全体に火が通ったら、ポン酢とかつお節を加えて混ぜ合わ

せ、汁けがなくなったら完成。

1 日 3 食、主食・主菜・副菜のそろった食事が習慣になることを目指し、「鍋
1 つでできる！野菜が主役の作りおきおかず」を募集しました。小中学生
が考えた「第 12 回ぼく・わたしのお料理コンクール」の入賞作品を紹介
します。（学年は昨年受賞時）

  鍋 1 つでできる

野菜が主役の作りおきおかず

ポイント
だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

中央小 5 年　栗田朋果さん

潟上中 2 年　澄川実乃里さん

作り方
①材料を切る。
　しらたき…適当な長さに切り、さっと茹で、水切りする／

切り干し大根…水で戻し、適当な長さに切る／にんじん・
ピーマン…千切り／いんげん…斜め切り／ぶなしめじ…
根元を切り落とし、ほぐす／ねぎ…小口切り
②鍋にごま油を熱し、にんじん、ピーマン、いんげんを炒める。
③にんじんがしんなりしたら、しらたき、切り干し大根、ぶな

しめじを炒める。
④A を加え、汁けがなくなるまで炒める。
⑤白ごまを加えてサッと炒め、ねぎを散らして完成。

13 市報やまぐち　2018 年（平成 30 年）５月 1 日号

白滝の
ヘルシーチャプチェ

さっぱり !!
ひじきとカラフル野菜

受賞作品の作り
方などを掲載し
たリーフレット
は、各保健セン
ターにあります。

健康増進課 ☎ 083-921-2666問

材料（４人分）
しらたき…………  1 袋
切り干し大根……  15g
にんじん…………  80g
ピーマン…………  2 個
いんげん…………  30g
ぶなしめじ………  1 袋

ごま油…………  大さじ 1
　砂糖…………  大さじ 2
　しょうゆ……  大さじ 2
　酒……………  大さじ 1
白ごま…………  大さじ 2
ねぎ…………………  1 本

A

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

ポイント
だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

ポイント
だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

ポイント
だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

ポイント
だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

ポイント
だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

ポイント
だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

ポイント
だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

ポイント
だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

ポイント
だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

ポイント
だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

ポイント
だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

ポイント
だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

ポイント
だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

ポイント
だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

だし汁とかつお節を使うことだし汁とかつお節を使うことだし汁とかつお節を使うこと

ピーマンは苦くないように細

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

だし汁とかつお節を使うこと
で味付けを薄くしたところ。
ピーマンは苦くないように細
く切ったところ。

材料（４人分）
乾燥ひじき………………  4g
パプリカ（赤）……… 100g
パプリカ（オレンジ）… 100g
ピーマン………………   50g
もやし………………… 100g 

だし汁………………  80ml
サラダ油…………  小さじ 1
ポン酢……………  大さじ 1
かつお節……………… 2.5g

ポイント
野菜をたくさん使ってい
るところ。
はるさめを使うチャプ
チェをしらたきにして、
ヘルシーにしたところ。
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開催中のイベント

5月 月6

5/5（土・祝）
青空天国いこいの広場

実行委員会
☎ 083-902-0892

問
所 中心商店街・パークロード周辺

5/5（土・祝）・6（日）
秋穂八十八ヶ所お大師まいり

山口観光コンベンション協
会秋穂支部
☎ 083-984-3741

問
所 秋穂、名田島、秋穂二島一帯

来年 2/17（日）まで
テーマ展示
「中原中也の散歩生活」

　 中原中也記念館 
☎ 083-932-6430
問所

5/4（金・祝）・5（土・祝）
明治維新150年
スポーツの森フェスティバル

　山口マツダ西京きずなスタ
ジアム
☎ 083-928-1120

問所

6/1（金）～ 7（木）
ほたる観賞W

ウィーク
eek！

観光交流課
☎ 083-934-2810

問
所 一の坂川一帯

5/20（日）
お田植まつり

県央商工会阿東支所
☎ 083-956-0032

問
所 道の駅願成就温泉前田んぼ

5/12（土）まで
端午deさんぽ

大路ロビー
☎ 083-920-9220

所 大殿大路周辺
問

5/2（水）～ 4（金・祝）
山口100萩往還マラニック大会

実行委員会
☎ 080-8246-5926

問
所 萩往還

ツール・ド・山口湾

実行委員会
☎ 080-2903-9596

問
所 山口きらら博記念公園（発着点）5/4（金・祝）

森フェス～野遊び温故知新～

実行委員会
☎ 0835-52-1122

問
所 国立山口徳地青少年自然の家

5/26（土）
阿知須浦まつり（十七夜祭・花
火大会）

実行委員会
☎ 0836-65-2129

問
所 阿知須浦地区ほか

5/6（日）まで
新緑日和

　 重源の郷
☎ 0835-52-1250
問所

山口オクトーバーフェスト

yab 山口朝日放送
☎ 083-933-1111

所 中央公園特設会場
問

山
口
市
長

子
ど
も
達
に
明
る
い
未
来
を

  

毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
お
り
ま

す
、
仁
保
川
を
泳
ぐ
た
く
さ
ん
の
鯉
の

ぼ
り
が
、
地
域
の
方
々
や
道
行
く
人
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
新
年
度
に
入
り
早
い
も
の
で

１
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
新
し
い

環
境
で
の
生
活
に
も
慣
れ
、
ほ
っ
と
一

段
落
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、

本
市
で
は
、
４

月
か
ら
「
第
二

次
山
口
市
総
合

計
画
」が
ス
タ
ー

ト
し
、
こ
の
総

合
計
画
の
も
と
、

効
率
的
で
効
果

的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
展
開
で
き
る
よ
う
組
織
改
編
を

行
い
、
新
た
に
「
こ
ど
も
未
来
部
」
を

創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
こ
ど
も
未
来
部
」
で
は
、
結

婚
か
ら
妊
娠
、
出
産
、
さ
ら
に
は
幼
児

期
の
教
育
や
保
育
、
そ
し
て
学
童
保
育

に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
た
施
策
を
展
開

し
て
い
く
な
か
で
、
子
育
て
環
境
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
「
鯉
の
ぼ
り
」

と
共
に
、
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

達
の
明
る
い
未
来
を
、
市
民
の
皆
様
と

一
緒
に
築
い
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

あしたへトライ




